
 

岡一等航海士 

４月１日付、海事課長・

海王丸一等航海士を拝命

いたしました、岡あや乃

（おかあやの）です。出身

は東京都ですが、海から

は少し離れたところで

す。雪国に住むのは初めてで、今年初めの大雪

のニュースを見て、すでにドキドキしています。

また、美味しい海の幸や、日本海・富山県なら

ではのものに出会えることをとても楽しみに

しております。 

2020 年度から 2 年間は、初代海王丸の姉

妹船である、初代日本丸に二等航海士として勤

務しておりました。本船の勤務および一等航海

士業務は初めてとなりますが、日本丸での経験

を生かし、手探りながらも尽力していきたいと

思います。前任者同様、ご指導ご鞭撻のほど、

何卒よろしくお願いいたします。 

田中技術員 

この度、4 月 1 日で海

王丸財団の技術員に配属

になりました田中慧です。

8 年ぶり 2 回目の富山で

の生活です。精一杯努力

して 1 日でも早く皆様の

役に立てるよう頑張って仕事をしていこうと

思います。どうぞよろしくお願いします。 

 

川原事務局長 

この四月の異動により富

山県から伏木富山港・海王

丸財団へ派遣となり、事務

局長を拝命いたしました川

原です。 

３月までは森林政策課、

その前は砂防課に勤務しており、山や森林をメ

インとした仕事をしておりました。今回は帆船

海王丸や大海原を望みながらの海の仕事とな

ります。 

「森は海の恋人」という言葉があります。山

や森林の養分が海へそそぎ、豊かな海となって

舵輪は(公財)伏木富山港・海王丸財団の機関誌です 



いるように、今までの山を望む仕事の経験が財

団でいかせるように努力したいと思います。 

また、全国の方々に愛される海王丸パークに

なりますように、財団の皆さんや関係者の皆さ

んと協力してがんばっていきたいと思います

のでよろしくお願いします。 

 

満保主事 

令和７年４月より、射

水市から公益財団法人伏

木富山港・海王丸財団に

派遣となりました総務課

主事の満保です。富山県

そして射水市を代表する

観光地のひとつである海王丸パークで勤務で

きることを大変光栄に思っています。 

着任日当日、帆船海王丸の優雅さに改めて感

動し、多くの方々に海王丸パークを訪れてほし

いと思いました。総帆展帆をはじめとする海王

丸パークでのイベントを通し、より多く方々が

海王丸パークを訪れ、帆船海王丸に乗船してい

ただき、魅力を感じていただけるような環境づ

くりに尽力したいと考えております。初めて経

験する仕事も多く、ご迷惑をおかけすることも

多々ありますが、何卒ご指導ご鞭撻のほど、よ

ろしくお願いします。 

伊藤一等航海士 

ボ ラ ン テ ィ ア の 皆

様、こんにちは。このた

び 3 月いっぱいをもち

まして一等航海士の職

を退任することとなり

ました。在任中、ボラン

ティアの皆様には多大なるご支援とご協力を

賜り、心より感謝申し上げます。本当にありが

とうございました。心残りなのは在任中の総帆

展帆が少なかったことです。来年度は 10 回総

帆展帆ができるようお祈りしております。私は

4 月からは次席一等航海士として日本丸に乗船

することとなっております。今後、富山に寄港

する機会もあるかもしれませんが、たとえ寄港

しなくても、休暇中にはぜひ富山を訪れたいと

考えております。ボランティアの皆様のご多幸

とご健康を心よりお祈り申し上げます。今後と

も帆船海王丸をどうぞよろしくお願いいたし

ます。 

 

増井技術員 

皆様お世話になりました。

2 回目の富山県での生活で

したが、美味しい食べ物や

美味しいお酒に恵まれて楽

しく 2 年間過ごすことがで

きました。6 月からは 2 代

目海王丸に乗船いたします。休暇の間は展帆の

お手伝いでお世話になるかもしれません。よろ

しくお願いします。 

 

林事務局長 

４月に派遣元の富山県

に戻りました前事務局長

の林です。財団では３年間

お世話になり、この場をお

借りしてお礼申しあげま

す。 

海王丸との縁は 30 年以上前、開園したての

海王丸パークに度々ドライブで立ち寄ってい

た頃に遡ります。当時の写真が１枚残っていま

すが、背景に映る海王丸は今でも変わらぬ美し

さで驚かされます。これも代々の海事課職員の

皆さんによる日々のメンテナンス、ボランティ

アの皆さまのご協力の賜物であり、県民の一人

として改めてお礼申しあげます。 

今後も縁を感じる海王丸を陰ながら応援し

つつ、自宅から最短 25 分と案外近かった海王

丸パークにドライブで訪

れたいと思います。 

 

東井主事 

この度の人事異動で派

遣元の射水市に戻りまし



た、前総務課主事の東井です。令和５年４月か

ら２年間、皆様には大変お世話になりました。 

在任期間中は、イベント・広報や施設管理な

ど未経験の業務を経験でき、充実した時間を過

ごせたと感じております。また、業務を通じて、

地元観光名所のシンボルが職員やボランティ

アをはじめとする関係の皆様のご尽力により

美しく保存されているということを知る良い

機会にもなりました。射水市民の一人として、

この場を借りて御礼申し上げます。 

今回、財団での業務を終えることになりまし

たが、今後とも施設の発展と皆様方のご健勝と

ご多幸を心よりお祈りしております。２年間、

本当にありがとうございました。 

1２月１日（日）に令和 6 年度ボランティア

の集いをクロスベイ新湊にて開催いたしまし

た。 

総勢 70 名のボランティアの方々にお集まり

いただき、蔵堀会長からの表彰や市や県の職員

の方々から激励のお言葉をいただきました。 

今年の展帆ボランティアの精勤賞はなんと

総勢 63 名もの方々が授賞されました。近年５

年ほどの記録を見たところ１番多かったので

はないか思われます。 

今年は海王ゴールド賞が 2 名、紺青賞が３名

も輩出されました。今年から海の日に実施して

いた表彰をボランティアの集いで実施させて

いただくことになりました。来年は何名の方が

表彰を受けられるのか、とても楽しみです。 

皆様のおかげで海王丸は帆を広げることが

できているのだと再確認できた日でした。表彰

を一つの目標として頑張っていきましょう！ 

そして、集いの後は船の前で餅つきをしまし

た。こちらも５０名ほどの方々にご参加いただ

きました。私も初めて杵をつかせていただき、

つきたてのお餅を味わうことができました。

2024 年を締めくくる楽しいイベントでした。

ご参加された皆様ありがとうございました。 

 

 

毎年海王丸では 12 月 2 週目の日曜日、1 月

の成人の日、２月１４日の進水記念日の 3 日間、

特別見学会を実施しています。これは一般公開

では立入できないセイルストア、作業場、機関

室、食糧庫などを航海士の案内で周るというも

のです。当日受付のみですので事前予約はでき

ません。今回は３日間で１３２名もの方に参加

いただきました。一般公開されている場所より、

当時の船の生活感が残っている場所なのでボ

ランティアの皆様もご都合が合えば是非特別

見学会へお越しください。 

１月１８日（土）に案内ガイドボランティア

の講習会を実施しました。 

発端は展帆ボランティアの宮下さんが挑戦

してみたい！というところから、他にもやって

みたい、船をもっと知りたいという方を募集し

て講習会を実施し、1 日で 12 名の方が登録さ

れました。またご希望の声があれば来年の 1 月

に実施しようと思います。海王丸ボランティア

は展帆以外にも様々な関わり方がありますの

で、ご要望や質問などあればお気軽にお問い合

わせください！ 

甲板ボランティア 受賞者 

＜海王ゴールド賞＞ － １０００時間以上参加 

 No.401 今井 雄治        

（敬称略） 

展帆ボランティア 受賞者 

＜海王ゴールド賞＞ － ２００回以上参加 

 No.283 尾崎 孝   

 

＜紺青賞＞ － ５０回以上参加 

 No.734 米谷 賢太  No.792 小泉 邦明 

 No.797 浜潟 ゆかり        

（敬称略） 



前回の「舵輪」から、ボランティアの中で共

有したいことや、宣伝、発信などもできる「ボ

ランティア掲示板」というスペースを設けさせ

て頂きました。 

今後、皆さんにお伝えしたいことがある方は

メールか電話で連絡してください。 

今回のボランティア掲示板はボランティア

番号 787 番の小野さんに頂きました。（小野さ

んは横浜の日本丸の展帆ボランティアもされ

ている方です。） 

ご無沙汰しております。皆様、いかがお過ご

しでしょうか。実は私、小野このたび展帆ボラ

ンティアをテーマとした小説を出版すること

になり、今回はその内容の紹介となります。 

あらすじは、海外転勤することになった兄に

代わり、展帆ボランティアを始めることになっ

た女子大学生のコメディタッチの奮闘記です。 

タイトルは“笑わないで、藍青！”。皆様お気

づきの通り、日本丸の船首像である“藍青”に

由来します。Kindle ストア、もしくは Amazon

サイトでタイトルの“笑わないで、藍青！”を

検索しますと、紹介サイトにリンクいたします

(※試し読みもできます)。興味のある方は是非

一度ご覧ください。 

なお、今回は横浜の日本丸の物語ですが、今

後の構想としまして、海王丸のストーリーもも

ちろん考えていますので、富山の方言やご当地

事情などを教示いただければ幸いです(私、埼玉

県出身のため現地事情を完全には網羅できな

いためです)。それでは！ 

 

小野さんありがとうございました。私も小野

さんからお話を聞いて読んでみたくなりまし

た。海王丸の第一教室

にも図書として準備

させていただこうと

思ったのですが、書籍

化はされておらず電

子書籍のみとなって

いるそうです。是非皆

様もお手持ちのスマ

ートフォンやパソコ

ンなどでご覧になら

れてみてくださいね。 

ここの掲示板はどんな内容でも結構です。

「一緒にスキーをしましょう」でも、「船グッズ

集めてます」とかでも大丈夫です。私たち海王

丸財団とボランティアの皆様との交流の場に

なればと思います。文字数は大体 500 字以内

でお願いします。書きたい内容などがある方は

気軽にご相談ください。また次の舵輪発行まで、

寄稿お待ちしています。 

最後まで読んでいただきありがとうござい

ます。4 月に発行したかったのですが、編集に

時間がかかってしまい、発行が遅くなりました。

大変申し訳ございません。新年度になり財団で

も人事異動が沢山ありました。また新しいメン

バーで協力し海王丸の各種業務に従事してい

きます。 

幸先よく第１回目の展帆も開

催できました。この調子で今年は

10回開催していきたいものです

ね！よろしくお願いします。（ふ） 

 


